
一
五

安
永
期
に
お
け
る
暁
台
の
俳
諧
摺
物
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

― 

東
海
市
白
羽
家
資
料
の
紹
介
（
二
）
―

寺　

島　
　
　

徹

東
海
市
横
須
賀
の
白
羽
家
に
、
横
井
也
有
（
一
七
○
二
～
一
七
八
三
）、
加
藤

暁
台
（
一
七
三
二
～
一
七
九
二
）の
摺
物
関
係
の
資
料
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
「
尾

張
横
須
賀
に
お
け
る
楓
京
と
知
柱
亭
・
暁
台
・
也
有
の
交
流
に
つ
い
て
―
白
羽
家

所
蔵
資
料
を
紹
介
し
て
―
」（
東
海
近
世
27
号
、
令
和
元
年
12
月
、
以
下
前
稿
Ⅰ
）

に
お
い
て
紹
介
し
た
。「
東
海
市
白
羽
家
資
料
の
紹
介
（
二
）」（
金
城
学
院
大
学

論
集　

人
文
科
学
篇
16
（
2
）、令
和
二
年
三
月
、以
下
、前
稿
Ⅱ
）
に
お
い
て
は
、

そ
の
中
で
と
く
に
、
也
有
の
一
枚
刷
を
全
文
翻
刻
し
、
ま
た
、
関
連
資
料
を
合
わ

せ
み
な
が
ら
、
当
時
の
也
有
と
知
多
俳
壇
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
い
く
ら
か
知
見

を
加
え
て
み
た
。

前
稿
Ⅰ
で
は
、
お
も
に
紙
幅
の
都
合
で
、
全
文
翻
刻
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本

稿
で
は
、
暁
台
関
係
の
摺
物
資
料
の
全
容
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
寛

政
期
の
暮
雨
巷
の
句
合
摺
物
資
料
を
俎
上
に
の
せ
、
安
永
期
の
摺
物
と
比
較
し
て

み
た
い
。　

　
　
　
　
一
　
白
羽
家
所
蔵
の
暁
台
関
係
資
料
に
つ
い
て

前
稿
Ⅱ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
白
羽
家
は
、
現
当
主
の
白
羽
泰
氏
の
ご
教
示
に

よ
れ
ば
、
中
世
の
頃
、
京
か
ら
尾
張
横
須
賀
へ
来
た
山
伏
の
家
系
で
あ
る
。
大
教

院
の
一
枚
刷
に
よ
れ
ば
、
白
羽
監
物
が
足
利
将
軍
家
に
仕
え
、
津
の
国
四
天
王
寺

を
経
て
横
須
賀
に
来
た
家
柄
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
横
須
賀
に
き
た
監
物
が
大

教
院
（
現
・
東
海
市
横
須
賀
町
）
を
設
け
、
そ
の
後
、
白
羽
家
は
、
江
戸
時
代
を

通
じ
、
代
々
、
修
験
道
に
お
け
る
山
伏
と
し
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
っ
て
、
白
羽
家
が
代
々
院
主
を
つ
と
め
て
き
た
大
教
院

は
完
全
に
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
が
、
甚
目
寺
の
一
解
院
日
廣
上
人
の
布
教
活
動
に

よ
り
、
あ
ら
た
に
明
治
二
十
一
年
に
日
蓮
宗
の
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
、
と
く
に
戦

前
の
復
興
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

大
教
院
に
は
、
関
係
の
深
か
っ
た
楓
京
の
句
碑
が
残
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
江
戸
中
期
に
、
楓
京
の
手
元
で
集
め
ら
れ
た
俳
諧
資

料
の
一
部
が
、
大
教
院
に
お
さ
め
ら
れ
、
江
戸
末
期
ま
で
の
院
主
で
あ
っ
た
白
羽

家
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
期
の
資
料
と
し
て
は
、
俳
書
、
俳

諧
擢
物
、
一
枚
刷
、
一
枚
物
の
俳
諧
資
料
と
和
歌
資
料
等
の
文
芸
資
料
、
御
用
書

留
、
証
文
な
ど
の
古
文
書
類
か
ら
な
る
。

前
稿
Ⅰ
で
は
、
白
羽
家
の
俳
諧
関
係
資
料
を
リ
ス
ト
化
し
、（
一
）
知
柱
亭
と

楓
京
の
交
流
、（
二
）
楓
京
に
も
た
ら
さ
れ
た
俳
諧
資
料
、
の
二
つ
に
分
け
て
検

討
し
、
所
蔵
資
料
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
白
羽
家
資
料
の
中
で
、
本
稿
で
と
く
に

取
り
上
げ
る
の
は
、
後
者
の
中
の
、

19
明
和
五
年
古
川
連
中　

摺
物 

20
安
永
二
年
（
癸
巳
中
秋
望
）
暮
雨
巷　

摺
物 

21
暮
雨
巷
左
右
句
合
（
安
永
二
年
秋
）  

摺
物 　

※
暁
台
巻
軸
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一
六

22
安
永
三
年
丈
芝
坊
歳
旦　

一
枚
刷　
　

摺
物

の
四
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
、
21
「
暮
雨
巷
左
右
句
合
」
と
時
代
は
異
な
る
も
の
の
、
同
種
の
試
み

で
あ
る
、「
寛
政
三
年
暮
雨
巷
句
合
」（
仮
題
、藤
園
堂
所
蔵
）
と
い
う
摺
物
に
も
、

あ
ら
た
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
二
　
暁
台
と
知
多
俳
壇
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
暁
台
と
楓
京
の
交
流
に
つ
い
て
、
概
略
を
掲
げ
て
お
く
。

暁
台
関
係
の
資
料
は
、
楓
京
と
暮
雨
巷
の
俳
諧
交
流
の
も
と
、
暁
台
あ
る
い
は

丈
芝
よ
り
楓
京
へ
送
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
楓
京
と
暁
台
の
交
流
に
つ
い

て
、
冨
田
康
之
氏
「
方
間
舎
楓
京
略
年
譜
」（
論
集
近
世
文
学
4
号
、
平
成
4
年
）

を
参
照
し
、
稿
本
を
繙
き
な
が
ら
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
明
和
五
年
（
一

七
六
八
）
の
暁
台
歳
旦
に
楓
京
、
如
東
、
逸
之
の
三
つ
物
が
み
ら
れ
る
。
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
十
月
二
日
、暮
雨
巷
で
興
行
さ
れ
た
句
会
に
一
座
。
同
年
、『
送

別
し
お
り
萩
』
に
発
句
入
集
。
明
和
八
年
『
東
君
』
に
も
入
集
す
る
。
明
和
七
年

の
半
切
の
初
表
を
楓
京
稿
本
『
城
下
遊
』（
愛
知
県
立
大
学
図
書
館
所
蔵
）
を
も

と
に
、
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　

き
の
ふ
は
千
山
万
水
の
思
ひ
を

　
　
　

隔
つ
。
け
ふ
は
暮
雨
巷
の
面
前
に
（
下
略
）

鳥
や
我
わ
れ
梟
の
唾
に
む
せ
ぬ　
　
　
　
　
　
　

白
図

　

こ
ゝ
ろ
に
華
も
咲
か
え
る
と
き　
　
　
　
　
　

暁
台

海
手
か
ら
先
暁
の
星
き
え
て　
　
　
　
　
　
　
　

都
貢

　

最
ふ
あ
れ
ほ
ど
に
下
の
弓
張　
　
　
　
　
　
　

史
川

見
台
に
飽
け
ば
頻
り
に
秋
深
く　
　
　
　
　
　
　

楓
京

　

髭
を
く
ら
べ
に
来
た
り
蛼　
　
　
　
　
　
　
　

支
朗

安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
も
、撰
者
不
明
（
暁
台
か
）
の
歳
旦
に
入
集
（『
藻

塩
草
』）。安
永
二
年
四
月
十
六
日
に
没
し
た
尾
張
宗
匠
の
時
節
庵
追
善
の
お
り
に
、

追
善
百
韻
の
其
二
に
は
、
也
有
の
発
句
を
も
と
に
、
暁
台
が
第
三
を
詠
み
、
丈
芝

他
の
暮
雨
巷
一
門
が
連
な
る
。『
城
下
遊
』
を
繙
き
、
初
表
を
み
て
お
き
た
い
。

け
ふ
程
は
竹
も
泪
に
染
て
こ
そ　
　
　
　
　
　

半
掃
庵

　

そ
の
俤
の
風
薫
る
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
長

潮
た
る
み
沖
中
川
の
お
し
出
て　
　
　
　
　
　
　

暮
雨

　

人
呼
ぶ
声
に
夜
ハ
明
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

白
図

差
別
に
鹿
毛
な
る
馬
を
引
居
る　
　
　
　
　
　
　

都
貢

　

小
高
き
丘
を
丸
山
と
い
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

令
章

茱
萸
酒
に
九
日
の
月
の
疾
見
え
し　
　
　
　
　
　

支
朗

　

扇
に
書
け
る
秋
声
の
感　
　
　
　
　
　
　
　
　

宰
馬　
　

　
　
　
　
　
（
略
）

　

只
一
偏
に
弥
勒
唱
ふ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨

咲
ば
ち
り
さ
け
ば
ち
り
〳
〵
華
供
養　
　
　
　
　

楓
京

　

霞
も
と
も
に
晴
し
雨
雲　
　
　
　
　
　
　
　
　

帯
梅

そ
の
百
韻
で
楓
京
は
、
暁
台
の
句
に
付
け
る
形
で
、
初
裏
の
花
を
詠
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
、
横
須
賀
の
帯
梅
が
付
句
を
し
て
い
る
。
知
多
俳
壇
と
暁
台
の
関
係
を
象

徴
す
る
運
び
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
楓
京
と
暁
台
の
直
接
の
交
流
は
、
そ
れ
ほ
ど
親
密
で
は
な
い
が
、

一
定
の
交
流
が
あ
っ
た
様
子
は
う
か
が
え
、
こ
の
よ
う
な
風
交
の
環
境
の
も
と
、

白
羽
家
所
蔵
の
暁
台
資
料
は
、
楓
京
の
も
と
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
に
翻
刻
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
、
順
に
示
し
た
い
。
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一
七

［
資
料
19
］
明
和
五
年
古
川
連
中　

摺
物

こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
俳
諧
摺
物
。
文
通
の
東
鯉
は
、
雲
裡
坊
系
（
後
述
、
小
倉

氏
稿
系
譜
参
照
）
の
俳
人
。
丈
芝
の
俳
諧
活
動
を
示
す
、
比
較
的
古
い
資
料
と
な

ろ
う
。

丈
芝
は
、
安
永
三
年
五
月
十
二
日
に
楓
京
の
も
と
を
訪
れ
て
い
る
（『
一
人
遊
』

続
夏
三
）。仙

城
下
の
丈
芝
風
人
に
わ
が
茅
屋
を
訪
れ
け
る
に
、
名
府
帰
陽
の
砌
に

し
て
こ
の
浦
の
船
よ
ば
ひ
し
け
れ
ば
、
置
ぬ
棚
さ
が
し
に
も
及
ば
で
風

情
な
き
別
れ
に
ぞ
有
り
け
る
。
予
、
三
十
年
の
む
か
し
、
東
行
の
折
か

ら
、
仙
府
国
分
町
菊
池
屋
が
許
に
三
四
宿
を
と
ま
り
松
嶋
塩
竃
の
好
風

を
見
巡
り
た
る
。
そ
の
ゆ
か
り
を
し
た
は
れ
侍
り
て

思
ひ
き
や
千
里
は
つ
音
の
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　

　

身
ハ
う
き
雲
の
若
葉
わ
け
来
し　
　
　

   　
仙
台
丈
之

と
唱
和
し
て
い
る
。
こ
の
折
に
摺
物
も
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

［
資
料
20
］
暮
雨
巷
秋
興
摺
物

安
永
二
年
の
暮
雨
巷
の
秋
興
摺
物
も
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
も
の
で
あ
る
。
自

図
、
羅
城
、
都
貢
、
支
朗
、
亜
満
ら
安
永
初
期
の
暁
台
の
高
弟
た
ち
が
揃
う
。
暁

台
の
発
句
を
巻
軸
に
い
た
だ
い
て
い
な
い
の
が
、
む
し
ろ
目
を
ひ
く
。
支
朗
（
士

朗
）
の
句
は
、
他
に
出
典
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

［
資
料
21
］
暮
雨
巷
左
右
句
合

暁
台
資
料
の
中
で
、
も
っ
と
も
着
目
さ
れ
る
の
は
、「
暮
雨
巷
左
右
句
合
」
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
天
地
で
い
う
地
の
部
分
に
裂
け
目
が
あ
り
、
左
右
が
地
の
部
分

を
も
と
に
一
枚
に
繋
が
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

年
代
で
あ
る
が
、
丈
芝
の
「
わ
す
れ
花
」
句
が
、
安
永
二
年
十
月
四
日
付
逸
漁

宛
書
簡
（
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
、
綿
屋
文
庫　

二
―
一
五
〇
）
に
み
え
る
。
一

部
引
用
し
て
み
よ
う
（
注
１
）。

…
其
節
申
上
候
通
、
其
表
、
良
夜
御
摺
物
暮
雨
巷
社
中
ニ
も
懇
望
之
衆
中
有　
　

之
、
先
以
申
願
置
候
。
尤
拙
国
元
へ
も
相
下
シ
申
度
候
。
最
二
三
十
枚
御
恵　
　

投
奉
希
候
。
最
前
沢
山
申
請
候
ヘ
共
京
都
大
坂
其
外
へ
相
配
り
と
く
な
く　
　

な
り
申
候
。
ち
か
頃
乍
御
面
倒
以
重
便
御
遣
し
被
下
候
様
奉
頼
上
候
。
此　
　

旨
暮
雨
巷
よ
り
も
く
れ
〴
〵
被
申
越
候
。

一
、
爰
本
摺
も
の
出
板
入
貴
覧
申
候
。
各
様
へ
御
遣
し
可
被
下
候
。
且
別
封

毎
度
乍
御
世
話
御
届
被
下
度
奉
頼
上
候
。

一
、
南
河
様
へ
別
紙
ニ
而
も
御
様
子
可
窺
申
候
處
、
此
節
取
紛
申
候
に
付
、

重
而
よ
ろ
し
く
御
心
得
被
下
度
奉
存
候
。
暮
雨
巷
ニ
も
岡
崎
よ
り
帰
庵
取
込

申
事
も
有
之
候
。
此
度
ハ
拙
夫
方
よ
り
如
此
御
座
候
。 

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丈
芝

　
　
　

初
冬
四
日

　

逸
漁
様

わ
す
れ
花
咲
し
や
と
ミ
れ
バ
咲
に
け
り

　

と
申
捨
候

こ
の
書
簡
に
よ
り
、
丈
芝
来
名
（
安
永
二
年
冬
）
の
折
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

類
推
さ
れ
る
。「
爰
本
摺
も
の
出
板
入
貴
覧
申
候
」
か
ら
、暁
台
た
ち
の
摺
物
（
あ

る
い
は
、
仙
台
の
摺
物
も
の
含
む
か
）
を
作
っ
て
逸
漁
ら
、
交
流
の
あ
る
地
方
俳

人
た
ち
に
配
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
わ
す
れ
花
」
句
と
時
期
の
一
致
か
ら

し
て
、
こ
の
左
右
摺
物
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
支
朗
の
改
名
は
、
安
永
三
年
夏
に
上
洛
し
た
お
り
の
蕪
村
と
の
交
流
の

旅
以
降
で
あ
る
た
め
、
安
永
二
年
の
秋
の
摺
物
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

― 234 ―



安永期における暁台の俳諧摺物について（寺島　徹）

一
八

三
年
冬
暮
雨
巷
句
合
摺
物
』
を
暁
台
の
句
合
の
系
譜
に
位
置
づ
け
た
い
（
第
三
節

参
照
）。

な
お
、
巻
軸
に
お
か
れ
る
暁
台
句
は
、
い
ず
れ
も
『
暁
台
句
集
』
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
が
、「
す
ら
〳
〵
と
」
句
は
、『
秋
し
ぐ
れ
』（
明
和
九
）、『
二
の
文
』（
安

永
三
）、『
笈
草
子
』（
安
永
三
）
な
ど
、
こ
の
時
代
の
俳
書
に
多
く
寄
せ
た
句
で

あ
る
。
短
冊
に
も
、
書
い
て
与
え
た
形
跡
が
み
え
、
暁
台
、
自
信
の
句
で
あ
っ

た（
注
２
）。「
十
分
に
」
句
は
、
後
に
『
暮
雨
巷
句
巣
』（
岡
崎
市
中
央
図
書
館
蔵
）
に
自

ら
撰
ぶ
こ
と
に
な
る
句
で
あ
る
。
支
朗
（
士
朗
）句
は
、『
枇
杷
園
句
集
』等
で
は
、

「
は
つ
し
ぐ
れ
野
守
0

0

が
宵
の
言
葉
哉
」
の
句
形
で
知
ら
れ
る
も
の
。

こ
う
し
た
暮
雨
巷
の
資
料
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
随
時
、
暁
台
側
か
ら

楓
京
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

［
資
料
22
］
安
永
三
年
丈
芝
坊
歳
旦　

安
永
二
年
、
三
年
に
仙
台
の
丈
芝
が
尾
張
の
暁
台
の
も
と
を
訪
れ
、
伊
勢
の
逸

漁
、
京
都
の
蕪
村
一
派
と
交
流
を
も
っ
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

丈
芝
に
よ
る
安
永
三
年
の
暮
雨
巷
の
俳
諧
摺
物
の
歳
旦
で
あ
る
。

こ
の
摺
物
は
、小
倉
博
氏
「
仙
台
古
俳
壇
の
諸
派
」（
仙
台
郷
土
研
究
6
巻
2
号
）

等
に
す
で
に
引
用
が
あ
る
。

暁
台
の
「
冬
の
情
」
句
は
、『
津
守
舟
初
篇
』（
安
永
四
）、『
左
比
志
遠
理
』（
安

永
五
）
等
に
載
る
こ
の
時
期
の
代
表
句
の
一
つ
で
あ
る
。「
也
有
判
暁
台
六
番
句

合
」（
伊
藤
東
吉
は
明
和
年
間
と
推
定
）
の
第
一
番
左
が
こ
の
句
で
あ
る
。
也
有

の
判
詞
に
「
左
、
あ
ら
れ
の
降
な
が
ら
、
月
猶
曇
ら
ざ
る
は
冬
の
情
也
と
い
ふ
意

か
。」
と
判
詞
を
と
く
。
清
水
孝
之
氏
は
、「
漢
語
「
冬
の
情
」
は
無
用
の
説
明
の

よ
う
だ
が
、
作
者
独
自
の
主
情
性
の
発
露
か（
注
３
）。」
と
す
る
。

こ
の
四
点
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
丈
芝
坊
白
居
が
ら
み
の
摺
物
で
あ
る
。
大
教

院
へ
の
伝
来
は
、
暁
台
の
意
向
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
、
丈
芝

か
ら
、
楓
京
へ
、
先
に
み
た
安
永
三
年
五
月
の
交
流
の
お
り
に
渡
さ
れ
た
と
み
て

左
右
と
も
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
当
時
の
暮
雨
巷
の
高
弟
た
ち
が
並
ん
で

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
時
雨
」「
落
葉
」「
霜
」「
忘
れ
花
」「
枯
芦
」「
千
鳥
」

「
紙
衣
」
の
題
を
も
と
に
句
合
を
行
い
、
さ
ら
に
、
摺
物
ご
と
に
左
と
右
で
句
合

が
対
に
な
る
形
で
並
べ
て
い
る
。
配
置
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
摺
物
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
拘
り
は
、
暮
雨
巷
の
俳
諧
指
導
の
姿
勢
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
暁
台
は
、
と
く
に
、
明
和
期
・
安
永
期
に
門
弟
指
導
の
一
環
と
し

て
句
合
を
多
用
し
て
い
た
。
拙
稿
「
安
永
後
期
の
加
藤
暁
台
と
句
合
の
試
み
」（
国

文
学
研
究
一
九
○
集
、
令
和
2
年
3
月
）
に
概
要
を
述
べ
た
。
現
在
わ
か
っ
て
い

る
暁
台
の
句
合
わ
せ
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

『
百
二
十
番
句
合
』（
明
和
四
（
一
七
六
七
）
蓬
左
文
庫
蔵
）

『
九
十
六
番
句
合
』（
明
和
三
（
一
七
六
六
）
～
明
和
四
年
頃
、
藤
園
堂
蔵
）

『
後
撰
五
十
二
番 

句
合
』（
明
和
三
（
一
七
六
六
）
～
明
和
五
年
頃
、
藤
園
堂

藏
）

『
逸
漁
亭
句
合
』（
安
永
二
（
一
七
七
三
）、
綿
屋
文
庫
他
藏
）

『
和
漢
牡
丹
合
』（
安
永
七
（
一
七
七
八
）、
蓬
左
文
庫
蔵
）

『
十
三
番
句
合
』（
安
永
後
期
頃
か
、
藤
園
堂
藏
）

『
寛
政
三
年
冬
暮
雨
巷
句
合
摺
物
』（
寛
政
三
（
一
七
九
一
）、
藤
園
堂
藏
）

明
和
期
の
も
の
は
、
版
本
『
竪
並
集
』（
明
和
六
年
序
）
に
も
、
成
果
と
し
て

一
部
収
録
さ
れ
て
い
る
。今
回
紹
介
の
摺
物
は
、そ
の
延
長
上
に
あ
る
試
み
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
写
本
の
句
合
は
、
暁
台
の
批
評
性
に
富
ん
だ
判
詞
が
あ
り
、

門
下
へ
の
指
導
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
判
詞
を
省
く
形
で
、

作
品
を
世
に
公
表
す
る
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ
て
い
た
と
み
え
る
。
そ
れ
は
、
安

永
七
年
の
『
和
漢
牡
丹
合
』（
亜
満
序
、
堀
田
文
庫
所
蔵
）
の
発
展
的
な
試
み
に

も
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
で
も
、
過
渡
期
で
あ
る
こ
の
句
合
摺
物

は
、
注
意
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
で
、
あ
ら
た
に
『
寛
政
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一
九

大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。　

　
　
　
　
三
　
暁
台
句
合
の
そ
の
後

前
引
の
「
安
永
後
期
の
加
藤
暁
台
と
句
合
の
試
み
」
で
は
、
最
後
に
、
暁
台
の

句
合
が
、
晩
年
の
発
句
合
に
繋
が
っ
て
い
く
試
み
で
あ
っ
た
可
能
性
を
述
べ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
は
、
暁
台
の
一
事
例
か
ら
の
類
推
に
過
ぎ
ず
、
今
後
多
く

の
検
証
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
と
と
も
に
、
そ
の
見
通
し
そ
の
も
の
の
修
正
も
必

要
と
な
っ
た
。

拙
稿
で
は
、
紙
幅
の
都
合
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
暁
台
に
は
、
次
の
よ
う

な
句
合
摺
物
資
料
が
あ
る
。
藤
園
堂
所
蔵
の
「
寛
政
三
年
冬
暮
雨
巷
摺
物
」（
仮

題
）
で
あ
る
。
津
島
の
門
弟
が
多
く
み
ら
れ
る
。
原
典
は
未
見
だ
が
、
国
文
学
研

究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
注
４
）に
よ
っ
て
内
容
を
閲
覧
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
ス
ケ
ー
ル
を
頼
り
に
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
、
縦
三
十
五
糎
大
、
横
四
十
糎
大

の
一
枚
刷
で
あ
る
。

あ
ら
し
山
つ
れ
な
き
松
を
幾
し
ぐ
れ　
　
　
　
　

仙
布

大
炊
川
い
ま
ぞ
時
雨
の
う
し
ろ
山　
　
　
　
　
　

青
霞

枯
果
て
月
も
や
せ
行
野
末
か
な　
　
　
　
　
　
　

亀
六

雨
あ
ら
れ
枯
野
に
ま
ろ
ぶ
所
〳
　〵
　
　
　
　
　

彳
宜

　
　
　
　
　
（
略
）

月
は
水
に
こ
ろ
が
り
出
た
る
網
代
か
な　
　
　
　

菊
渓

網
代
の
魚
月
に
見
ゆ
れ
ば
水
の
ご
と
し　
　

 

樵
雨
改
袋
室

中
〳
〵
に
哀
な
る
か
な
帰
り
花　
　
　
　
　
　
　

兎
石

見
よ
や
人
風
の
中
な
る
か
へ
り
花　
　
　
　
　
　

亭

蕎
麦
が
ら
や
鹿
の
寐
に
行
冬
の
雨　
　
　
　
　
　

五
周

冬
鹿
の
矢
先
も
し
ら
ぬ
眠
り
か
な　
　
　
　
　
　

羅
城

暁
の
山
を
こ
え
来
て
う
き
寐
鳥　
　
　
　
　
　
　

暁
台

先
の
資
料
21
摺
物
と
よ
く
に
た
タ
イ
プ
の
一
枚
刷
で
あ
る
。
判
詞
の
な
い
句
合

の
番
い
を
並
べ
て
い
る
。
最
晩
年
ま
で
、
暁
台
の
歌
合
に
な
ら
う
句
合
は
続
け
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
時
雨
」「
枯
野
」「
霜
」「
網
代
」「
帰
り
花
」「
冬
の
鹿
」

を
題
と
し
て
、
左
右
句
合
が
こ
こ
ろ
み
ら
れ
、
秀
句
の
番
い
が
摺
物
と
し
て
選
ば

れ
た
よ
う
だ
。
入
集
者
は
、
亀
六
が
、
津
島
の
堀
田
木
吾
（
知
之
）
の
息
で
あ
り
、

以
下
、
多
く
は
、
天
明
後
期
か
ら
寛
政
期
に
か
け
て
暁
台
と
月
並
発
句
合
（
暁
台

点
帖
『
初
ゆ
き
』〈
蓬
左
文
庫
所
蔵
〉
等
）
で
、
交
流
の
あ
っ
た
津
島
俳
人
ち
で

あ
る
。『
暮
雨
巷
月
並
句
合
』
に
も
、
多
く
が
参
加
す
る
。

巻
軸
近
く
の
羅
城
、
五
周
は
、
こ
の
時
代
の
暮
雨
巷
の
高
弟
で
あ
る
。
羅
城
は
、

句
合
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、『
暮
雨
巷
左
右
句
合
』『
十
三
番
句
合
』『
牡
丹
合
』

に
も
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、
五
周
は
、『
暮
雨
巷
左
右
句
合
』『
牡
丹
合
』
に

み
え
た
古
参
俳
人
と
い
え
る
。

暁
台
句
は
、『
暁
台
句
集
』、『
暮
雨
巷
句
巣
』に
み
え
る
。
と
く
に
、岡
崎
本
『
暮

雨
巷
句
巣
』（
松
下
本
、
岡
崎
市
中
央
図
書
館
所
蔵
）
で
は
、
朱
線
が
引
か
れ
て

お
り
、
最
晩
年
に
お
け
る
暁
台
得
意
の
発
句
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
資
料
を
み
る
と
、
発
句
合
、
月
並
句
合
を
中
心
と
す
る
暁
台
晩
年

に
お
い
て
、
そ
れ
と
並
行
す
る
形
で
、
明
和
安
永
に
多
用
し
た
「
句
合
」
形
式
も

下
火
と
は
い
え
、
行
わ
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

前
掲
拙
稿
「
安
永
後
期
の
加
藤
暁
台
と
句
合
の
試
み
」
の
末
尾
に
述
べ
た
見
通
し
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二
〇

を
や
や
修
正
す
べ
き
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
翻
刻
　
白
羽
家
資
料
所
蔵
・
暮
雨
巷
関
係
摺
物

※
翻
刻
に
あ
た
り
、
原
則
と
し
て
、
慣
用
の
字
体
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
濁　

点
は
適
宜
補
っ
た
。
改
行
は
原
典
の
ま
ま
と
し
た
。

［
資
料
19
］
明
和
五
年
古
川
連
中
摺
物
（
図
1
）

摺
物
（
楮
紙
）
一
枚
。
縦
14
・
8
糎
×
横
33
・
3
糎

御
祓　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
連
中

　
　
　

こ
と
し
子
の
林
鐘
み
ち
の
く
の
古
川
に

　
　
　

廿
五
年
の
笠
杖
を
捨
て
起
臥
自
在
の

　
　
　

店
を
む
す
び
、
先
師
が
幾
暁
の
二
字
を

　
　
　

千
歳
に
伝
へ
ん
と
古
川
精
舎
の
ぬ
し

　
　
　

桃
園
先
達
に
約
し
侍
る

杖
笠
の
う
き
名
も
流
せ
御
祓
川　
　
　
　

 　
麻
斤
坊
汶
上

　
　

名
録

舟
つ
な
ぐ
柳
も
幣
や
み
そ
ぎ
川　
　
　
　
　
　
　

麦
雨

最
ふ
水
の
音
も
秋
め
く
名
越
か
な　
　
　
　
　
　

陽
鵞

洗
は
れ
た
や
う
な
身
持
や
夏
は
ら
ひ　
　
　
　
　

栄
里

蝿
そ
へ
て
送
る
御
供
や
川
や
し
ろ　
　
　
　
　
　

莵
裘

形
代
や
瓜
を
ま
く
ら
に
添
て
や
り　
　
　
　
　
　

雫
菊

人
音
の
戻
り
に
涼
し
夏
神
楽　
　
　
　
　
　
　
　

常
山

先
づ
孫
を
潜
ら
せ
て
見
る
茅
輪
哉　
　
　

   　
田
尻
和
陽

　
　

予
が
境
内
に
麻
斤
坊
の
庵
を

　
　

し
つ
ら
ひ
老
後
の
楽
を
す
ゝ
む

図 1　明和 5年　古川連中　白羽泰氏蔵
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二
一

水
縄
の
塵
を
や
ら
ふ
も
御
祓
か
な　
　
　
　
　
　

桃
園

　
　
　

文
通

し
づ
ま
り
し
水
に
音
あ
り
今
朝
の
秋　
　
　
　
　

東
鯉

朝
が
ほ
や
ぬ
か
ら
ぬ
梅
の
弟
草　
　
　
　
　
　
　

丈
芝

　
　

明
和
五
の
と
し

［
資
料
20
］
暮
雨
巷
秋
興
摺
物　

安
永
二
年
（
図
2
）

摺
物
（
褚
紙
）
一
枚
。
縦
18
・
8
糎
×
横
34
・
0
糎

　
　

此
里
の
名
に
を
へ
る
冨
観
軒
に

　
　

月
見
る
席
を
も
ふ
く

け
ふ
の
月
指
さ
す
ハ
不
二
の
あ
た
り
哉　
　
　
　

宰
馬

天
が
下
の
乙
女
舞
出
よ
月
今
宵　
　
　
　
　
　
　

羅
城

名
月
や
暁
寒
く
火
の
辺
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
貢

人
ご
ゝ
ろ
月
半ナ
カ
ソ
ラ天
に
静
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

子
東

野
を
広
ミ
月
に
心
を
放
ち
け
り　
　
　
　
　
　
　

衆
甫

枝
を
り
萩
月
に
か
ざ
し
て
う
た
ひ
け
り　
　
　
　

万
岱

名
月
ハ
鶴
七
日
来
る
は
じ
め
哉　
　
　
　
　
　
　

支
朗

有
し
程
の
月
お
も
ひ
出
す
一
夜
哉　
　
　
　
　
　

亜
満

月
晴
て
筌
忘
れ
た
る
思
ひ
か
な　
　
　
　
　
　
　

臥
央

妻
子
な
き
甲
斐
あ
り
け
ふ
の
月
一
夜　
　
　
　
　

東
壺

　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
お
ろ
〳
〵
し
夕
ぐ
れ
の
雨
の
中

　

月
最
中
雲
薄
き
雨
の
光
り
哉　
　
　
　
　
　
　
　

春
華

　

雨
に
出
て
月
も
興
あ
る
ゆ
ふ
べ
か
な　
　
　
　
　

白
図

　
　
　

癸
巳
中
秋
望

図 2　暮雨巷秋興摺物（同所蔵）
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二
二

［
資
料
21
］
暮
雨
巷
左
右
句
合　

安
永
二
年
（
図
3
）

摺
物
（
褚
紙
）
二
枚
。
左
（
縦
18
・
4
糎
×
横
33
・
0
糎
）、
右
（
縦
18
・
3

糎
×
横
33
・
0
糎
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋

　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
し
ぐ
れ
田
守
が
宵
の
こ
と
葉
か
な　
　
　
　
　

支
朗

夜
半
の
町
法
華
よ
み
行
し
ぐ
れ
哉　
　
　
　
　
　

東
壺

　
雲
赤
く
日
入
て
し
バ
し
落
葉
見
る　
　
　
　
　
　

琴
宇

雨
更
て
お
ち
葉
音
な
く
な
る
夜
か
な　
　
　
　
　

寸
馬

舩
く
ら
し
松
の
川
並
霜
さ
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　

都
貢

か
は
が
り
の
霜
に
野
ハ
さ
て
面
が
は
り　
　
　
　

摩
三

わ
す
れ
花
咲
し
や
と
み
れ
ば
咲
に
け
り　
　
　
　

丈
芝

忘
れ
花
簑
虫
も
身
の
な
き
や
ら
ん　
　
　
　
　
　

騏
六

枯
な
が
ら
立
居
る
芦
の
し
づ
か
也　
　
　
　
　
　

子
東

日
の
さ
し
て
猶
か
れ
芦
の
ま
バ
ら
な
る　
　
　
　

雁
沙

明
の
千
ど
り
江
広
き
か
た
に
声
た
ゆ
る　
　
　
　

五
周

雪
ち
る
や
千
鳥
に
狂
ふ
濱
の
犬　
　
　
　
　
　
　

魚
村

奥
人
の
紙
衣
や
む
か
し
忍
ぶ
摺　
　
　
　
　
　
　

衆
甫

紙
子
着
て
我
も
酒
買
ふ
市
人
か　
　
　
　
　
　
　

羅
城

図 3　暮雨巷左右句合（同所蔵）

― 229 ―



金城学院大学論集　人文科学編　第17巻第 1号 2020年 9 月

二
三

す
ら
〳
〵
と
杉
の
日
表
行
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　

暁
台

　
　

右

時
雨
す
る
日
は
折
〳
〵
ぞ
し
ぐ
れ
け
る　
　
　
　

文
丞

夕
し
ぐ
れ
畔
来
る
人
の
ひ
と
り
哉　
　
　
　
　
　

魯
佩

風
端
ナ
や
お
ち
葉
空
ゆ
く
日
の
光
り　
　
　
　
　

春
幸

一
寸
の
水
に
な
が
る
ゝ
落
葉
か
な　
　
　
　
　
　

烏
雪

水
行
や
水
を
は
な
れ
し
草
の
霜　
　
　
　
　
　
　

臥
央

置
霜
や
む
づ
り
と
も
せ
ず
亀
の
甲　
　
　
　
　
　

宰
馬

忘
れ
は
な
二
輪
に
せ
ま
る
寒
さ
哉　
　
　
　
　
　

斗
拙

わ
す
れ
花
に
忘
れ
ぬ
風
の
夕
か
な　
　
　
　
　
　

蕪
転

枯
芦
に
小
蝦
な
が
る
ゝ
日
む
け
哉　
　
　
　
　
　

亜
満

芦
か
れ
て
雨
に
た
ハ
ゝ
ぬ
強
み
か
な　
　
　
　
　

蕃
渉

高
波
や
千
鳥
み
だ
れ
て
寄
か
ね
る　
　
　
　
　
　

万
岱

し
ば
啼
や
う
き
身
が
舩
の
友
千
ど
り　
　
　
　
　

何
大

夜
の
風
ひ
そ
か
に
紙
衣
さ
ハ
り
哉　
　
　
　
　
　

帯
梅

紙
衣
の
名
ど
こ
ろ
問
ん
年
四
十　
　
　
　
　
　
　

白
図

十
分
に
紅
葉
の
冬
と
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　

暁
台

［
資
料
22
］
安
永
三
年
丈
芝
坊
歳
旦　

摺
物
（
褚
紙
）。
縦
33
・
1
糎
×
横
18
・
5
糎

　

安
永
甲
午　

客
中
元
旦

　
　
　

又
ひ
と
ゝ
せ
の
た
く
み
と
て
も

　
　
　

身
を
風
葉
の
筆
記
な
り

　
　
　

す
べ
き
わ
ざ
す
な
り

一
字
書
て
我
事
は
じ
め
済
し
た
り　
　
　

   　
仙
台
丈
芝

　
　

奥
人
と
同
巣
に
春
を
む
か
へ
て

　
　

又
お
も
む
き
を
同
じ
う
す
。
と
も
に

　
　

一
滴
の
飲
を
好
ま
ざ
れ
ば
色
な
を

　
　

意
に
あ
ら
ず
。
渠
に
妻
な
し
、
我
に

　
　

女
な
し
。
も
の
ゝ
哀
も
何
よ
り
か
し
ら
ん

　
　

た
ゞ
風
月
の
閑
に
ひ
か
れ
煙
霞
の

　
　

跡
な
き
に
情
を
こ
ら
す
の
ミ

何
と
も
な
生
男
ふ
た
り
惠
方
向　
　
　
　
　
　
　

白
図

　
　

寒
夜
桂
葉
下
の
茶
に
酔
て

　
　

狗
樟
の
ほ
と
ぼ
り
に
鼻
さ
し
合
せ
つ
ゝ

冬
の
情
月
明
ら
か
に
霰
降
る　
　
　
　
　
　
　
　

暁
台

河
原
お
も
て
の
鴨
さ
ハ
ぐ
宵　
　
　
　
　
　
　
　

白
図

こ
の
里
に
城
の
大
鐘
鋳
お
ろ
し
て　
　
　
　
　
　

丈
芝
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二
四

注
1
拙
稿
「
安
永
前
期
に
お
け
る
暁
台
の
伊
勢
行
に
つ
い
て
―
丈
芝
坊
白
居
と
逸
漁
の
交
流

を
通
し
て
―
」（
東
海
近
世
20
号
、
平
成
24
年
7
月
）
に
丈
芝
と
伊
勢
の
逸
漁
の
交
流
を

詳
述
し
た
。

2
『
福
地
書
店
和
本
書
画
目
録
』（
令
和
二
年
春
季
号　

和
本
・
刷
物
・
書
画
特
集
）
一
二

七
頁
参
照
。

3 

清
水
孝
之
氏
『
加
藤
暁
台　

研
究
・
鑑
賞
・
資
料
』（
和
泉
書
院
、平
成
8
年
）
に
よ
る
。

4
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
請
求
番
号
は
、
ト 

5 

30
－

23
。

［
付 

記
］
本
稿
は
科
学
研
究
費
の
研
究
助
成
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号

17K
02471

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
翻
字
の
錯
誤
に
つ
い
て
は
、
大

か
た
の
御
教
示
を
乞
い
た
い
。
貴
重
な
所
蔵
資
料
の
紹
介
を
ご
許
可
い
た
だ

い
た
東
海
市
の
白
羽
泰
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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